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※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（塩原1-2）
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て
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【
事
例
】

　

電
話
勧
誘
を
受
け
契
約
す
る
つ
も
り

は
な
か
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
新
し

い
電
気
会
社
と
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

電
力
小
売
自
由
化
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
者
が
訪
問
販
売
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。消
費
者
の
意
に
反
し
て
電
気

契
約
の
切
り
替
え
手
続
き
を
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、勧
誘
を
受
け

た
場
合
は
、情
報
を
伝
え
る
か
慎
重
に

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る

契
約
の
場
合
、
契
約
書
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
８
日
以
内
な
ら
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
に
よ
り
違
約
金
な
ど
を
支

払
わ
ず
に
契
約
解
除
で
き
ま
す
。

※ 

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電気契約は、正
確な情報を収集
し、契約内容を
確認

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 （
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎（
63
）７
９
０
０

 

開
設
時
間

 

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ま
ち
づ
く
り
へ
の
情
熱
を
支
援

し
ま
す

　

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
が
、
企
画
・
提

案
・
実
施
す
る
公
益
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
対
し
、
活
動
費
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は「
自
由
テ
ー
マ
」お
よ
び

「
地
方
創
生
に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
と
し
た
事
業
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
事
業

市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

①
社
会
的
・
地
域
的
な
課
題
の
解
決
に
つ
な

　

が
る
事
業（
自
由
テ
ー
マ
）

②
地
方
創
生
に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

 『
那
須
塩
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
』の
基
本
目
標（
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
、地
域
産
業
の
活
性
化
、

人
々
の
活
発
な
交
流
、
災
害
対
応
力
の

強
化
）に
基
づ
き
、
７
つ
の
分
野「
雇
用
・

結
婚
・
子
育
て
・
教
育
・
暮
ら
し
・
交
流
・

広
報
」を
推
し
進
め
る
内
容
の
事
業

▼
対
象　

市
内
で
の
活
動
実
績
が
１
年
以
上

　

あ
り
、
規
約
な
ど
を
定
め
て
い
る
団
体

▼
事
業
期
間　

9
月
〜
来
年
２
月

▼
補
助
金
額

①
対
象
経
費
の
10
分
の
８
以
内
の
額

②
対
象
経
費
の
10
分
の
9
以
内
の
額

※
上
限
あ
り
。

※
継
続
事
業
は
補
助
率
が
下
が
り
ま
す
。

※ 

募
集
内
容
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
す
る
か
、
本
市
民
協
働
推
進
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

6
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

▼
審
査
方
法

　

書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
協
働
推
進
課　
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１

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
民
の
意
見
や
要
望
を
聴
き
取
り
、
市
政

に
反
映
さ
せ
、
よ
り
開
か
れ
た
行
政
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る
自
治
会

の
会
長
か
本
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
6
月
26
日
㈫　

午
後
2
時
〜

　

厚
崎
公
民
館　

・
7
月
６
日
㈮　

午
前
10
時
〜

　

稲
村
公
民
館

・
7
月
10
日
㈫　

午
後
２
時
〜

　

塩
原
公
民
館（
塩
原
庁
舎
内
）

・
7
月
19
日
㈭　

午
後
2
時
〜

　

西
那
須
野
庁
舎

▼
申
込
期
限　

6
月
20
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

◯
本
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　

☎（
62
）７
１
０
９

本

本

保
険
税（
料
）の
納
税
・
納
入
通
知

書
を
発
送
し
ま
す

〈
口
座
振
替
や
納
付
書
で
支
払
う
人
へ
〉

　

7
月
12
日
に
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
税
通

知
書
・
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
29
年
中
の
所
得
な
ど
を
基
に
年
間

の
額
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
期
の
納
期
限
は
7
月
31
日
で
す
。
期

限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
す
る
人
の
年
間
の

納
付
額
は
9
月
13
日
に
通
知
予
定
で
す
。

〈
振
替
の
口
座
は
通
知
書
を
確
認
〉

　

過
去
に
口
座
登
録
を
し
た
人
は
自
動
で
引

き
落
と
さ
れ
ま
す（
年
金
天
引
き
の
人
は
除

く
）。引
き
落
と
す
口
座
は
通
知
書
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

〈
収
入
申
告
が
必
要
で
す
〉

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
収
入
申
告
を
し
て

い
な
い
場
合
、
保
険
税（
料
）が
正
確
に
計
算

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
29
年
中
に
収
入
が
な
い
20
歳
以
上
の

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主

②
平
成
29
年
中
に
収
入
が
な
い
65
歳
以
上
の

　

介
護
保
険
加
入
者

③
収
入
が
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
の
み
の
人

▼
問
い
合
わ
せ　

◯
本
課
税
課 

☎（
62
）７
１
２
０

　6月から9月にかけては、梅雨や台風による大雨で地盤が緩み、土砂災害（崖崩れ、地すべり、土石流）が発生しやすく
なります。一瞬にして尊い命や貴重な財産を奪うなど、とても大きな被害をもたらす「土砂災害」。一人一人が日頃から準
備し、土砂災害から自分の身を守りましょう。

６月は「土砂災害防止月間」です

土砂災害から身を守る 3つのポイント
▶問い合わせ
　本総務課
　☎0287（62）7150

土砂災害のおそれがある
場所は、土砂災害（特別）
警戒区域に指定されてい
ます。それ以外の場所で
も、近くに崖や沢がある
場合は注意してください。

ハザードマッ
プで危険箇所
や避難場所の
確認を

大雨警報や土砂災害警報、
避難勧告などは危険を知
らせ、避難を判断するた
めの大切な情報。テレビ
やラジオ、みるメールな
どで情報を集められるよ
う準備しておきましょう。

みるメールを
活用して情報
収集を

危険な場所を知ろうポイント①

ポイント② 自ら情報を集めよう

土砂災害が起こる前には、次のような前兆現象が見られます。
これらを察知したら、周囲にも知らせ、すぐに安全な場所に避
難しましょう。避難所への避難が困難な場合は、近くの頑丈な
建物に急いで逃げ込み、それも危険な場合には家の 2階や崖か
ら離れた部屋など、少しでも安全な場所に移動しましょう。

前兆現象に気づいたら避難しようポイント③

・  崖から小石がパラパラ
落ちてくる

・崖にひび割れができる
・崖から水が湧き出る

≪崖崩れ≫

・地面にひび割れができる
・斜面から水が噴き出る
・沢や井戸の水が濁る

≪地すべり≫

・山鳴りがする
・ 降雨が続くのに川の水
位が下がる
・ 急に川の流れが濁り、
流木が混ざり始める

≪土石流≫

災害時に備えて 今できること

避難行動要支援者の名簿登載に協力を
▶問い合わせ
　　社会福祉課
　☎0287（62）7135
本

　市では、災害が起きたときに、自力で避難することが難しい高齢の人や体の不自由な人が、地域の助け合いによりスムー
ズな避難支援を受けられるような仕組みづくりに取り組んでいます。

≪避難行動要支援者支援制度とは？≫
　地域の避難支援者（自治会・民生委員・自主防災組織・消防・警察など）に、避難の支援が必要な人の住所・氏名など
の情報（名簿）をあらかじめ市から提供することで、災害時の安否確認や避難誘導を行いやすくする制度です。この制度で
は、名簿の他に、「個別計画」と呼ばれる要支援者一人ひとりの具体的な避難計画も作成する予定になっています。

≪対象者には書類を郵送　もれなく回答ください≫
　在宅で以下の要件にあてはまる人には、市から「個人情報提供同意届出書」を送付し、名簿に登載することへの同意の意
向を聞いています。通知が届いた人は、個人情報の提供の可否について回答してください。

▶対象　次のいずれかに当てはまる人
①75歳以上の高齢者のみの世帯
②身体障害者手帳1・2級、療育手帳A・A1・A2、精神障害者保健福祉手帳1級のいずれかを持っている人
③要介護3以上の人
※この他にも、状況に応じて通知を送っている場合があります。

▶提出方法　窓口に持参するか郵送で申し込み
▶提出窓口　本社会福祉課、西市民福祉課、塩総務福祉課西本 塩

実生活が①の要件に当てはまる人は、申し出により
名簿に登載します。詳しくは問い合わせてください。

≪高齢で避難に不安を抱える場合は相談を≫
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